
丹
南
来
迎
寺
・
岡･

新
堂･

反
正
山

阿
保
茶
屋
・
一
里
山
・
三
宅
へ
の
道

　
平
安
時
代
以
降
、
京
・
大
坂
か
ら
平ひ

ら
野の

（
大
阪
市
平
野
区
）を
経
て
、
松
原
市
域
を

通
っ
て
紀
州（
和
歌
山
県
）の
高こ

う
野や

山さ
ん
に
至

る
ル
ー
ト
と
し
て
中
高
野
街
道
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
江
戸
時
代
以
降
、
街

道
の
往
来
が
頻
繁
に
な
り
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
か
街
道
が
通
る
村
名
を
お
り
こ
ん
だ
、

い
わ
ゆ
る「
中
高
野
街
道
わ
ら
べ
歌
」が
広

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

わ
ら
べ
歌
が
、
市
域
を
横
ぎ
る
竹

た
け
の

内う
ち

街
道

や
長な

が

尾お

街
道
の
村
々
で
も
歌
わ
れ
て
い
ま

し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」252
）。

　
わ
ら
べ
歌
は
、
南
の
大
阪
狭
山
市
か
ら

北
上
し
、
平
野
の
奈
良
街
道
と
交
わ
る
所

ま
で
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
狭（

大
阪
狭
山
市
）

山
池

　
南
に
あ
る
の
に
東ひ

が
し
の野

で

　
す
ご
い
黒く

ろ
ひ
め
や
ま

姫
山
に
登
っ
た
ら

　
大だ

い
分ぶ

つ
か
れ
ま
し
た
が

　
真し

ん
ぷ
く福

寺じ

か
丹
南
の
来ら

い
ご
う迎

寺じ

で
ひ
と
休
み

　
つ
ぎ
は
岡
な
の
　
し
ん
ど
い
な

　
反は

じ正
山や

ま
す
ぎ
れ
ば
　
う
れ
し
い
な

　
阿あ

保お
ん

茶ち
ゃ

屋や

で
い
っ
ぷ
く
さ

　
一
里
山
の
三
宅
を
通
れ
ば
瓜
わ
っ
と

　
き
れ
い
な
平
野
の
奈
良
街
道

　　
高
野
山
に
参
詣
し
た
旅
人
が
、
狭
山
池

ま
で
来
て
、
東

ひ
が
し

野の

や
菅す

ご

生う

の
村
か
ら
黒く

ろ
や
ま山

に
あ
る
五
世
紀
中
期
の
前ぜ

ん
ぽ
う方

後こ
う
え
ん
ふ
ん

円
墳
と
さ

れ
る
黒く
ろ
ひ
め
や
ま

姫
山
古
墳
に
登
っ
た
の
で
、
大だ
い

保ほ

あ
た
り
で
か
な
り
疲
れ
た
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
す
ぐ
北
の
真し

ん
ぷ
く福
寺じ

や
丹
南
の
融ゆ
う
づ
う通

念ね
ん
ぶ
つ佛
宗し
ゅ
う・
来
迎
寺
で
休
憩
を
と
り
ま
し
た
。

岡
に
入
る
と
、
竹
内
街
道
と
ぶ
つ
か
る
岡

四
丁
目
に
は
伊い

せ勢
講こ
う
に
よ
る
寛か
ん
せ
い政
九
年（
一
七

九
七
）五
月
の
道
標
が
建
っ
て
い
ま
す
。
竹

内
街
道
と
重
な
っ
て
西
に
行
っ
た
現
松
原

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
茶ち

ゃ

屋や

筋す
じ

に
も
、
伊
勢
講
が
建
て
た
同
年
同
月
の
道
標

が
見
ら
れ
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」139
）。

　
丹
南
か
ら
府
道
中
央
環
状
線
を
越
え
て

河
内
松
原
駅
に
至
る
今
の
近
鉄
バ
ス
道
は
、

大
正
時
代
後
半
に
つ
く
ら
れ
た
新
道
で

す
。
旧
道
は
、
丹
南
四
丁
目
の
大
正
五

年
（
一
九
一
六
）
建
立
の
松ま

つ
か
わ川
長ち
ょ
う右
衛え

門も
ん

碑（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」89
）前
か
ら
東
側

を
北
に
向
か
い
、
竹
内
街
道
分
岐
道
標
に

至
っ
て
い
ま
し
た
。茶
屋
筋
道
標
か
ら
は
、

北
の
松
原
南
小
学
校
西
側
の
信
用
金
庫
前

を
左
折
し
て
、
府
営
岡
住
宅
や
岡
町
交
番

横
を
通
っ
て
新
堂
に
入
り
ま
し
た
。
旅
人

は
新
堂
の
地
名
か
ら「
し
ん
ど
い
な
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
新
堂
三
丁
目
の
融
通
念

佛
宗
の
浄

じ
ょ
う

光こ
う

寺じ

前
を
行
く
と
、
新
堂
公
民

館
に
曲
が
る
道
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
は
、

住
吉
大
社（
大
阪
市
住
吉
区
）方
面
に
行
く

バ
イ
パ
ス
的
な
住
吉
街
道
と
の
分
岐
点
で

し
た
。
天て

ん
ぽ
う保

五
年（
一
八
三
四
）正
月
、
釋

し
ゃ
く

道ど
う

心し
ん

が
建
て
た
道
標
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
住
吉
街
道
は
、
古
く
か
ら
開
け
て
い
た

よ
う
で
、
そ
の
前
身
と
も
言
え
る
い
わ
ゆ

る
斜し

ゃ

向こ
う
ど
う道

の
遺
構
や
遺
物
が
新
堂
公
民
館

北
西
側
で
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

六
世
紀
後
半
ご
ろ
、
こ
の
古
道
で
当
時
流

れ
て
い
た
川
に
架
か
っ
て
い
た
木
橋
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
基
礎
板
と
し
て
幅
四
十

㎝
、
厚
さ
十
㎝
を
二
重
に
し
て
敷
き
、
そ

の
上
に
直
径
四
十
㎝
、
長
さ
五
m
の
丸
太
を

横
に
並
べ
て
橋
脚
と
し
、
歩
行
部
分
の
敷
板

は
幅
一
m
、
厚
さ
十
五
㎝
の
板
材
を
二
重
に

重
ね
て
い
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
十
m
を
越

え
る
橋
の
幅
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
官
道
的

な
重
要
ル
ー
ト
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
高
野
街
道
は
そ
の
ま
ま
北
へ
、
生
野

高
校
や
松
原
小
学
校
前
に
続
い
て
い
ま

す
。
松
原
小
学
校
は
も
と
も
と
下し

も

の
池い
け

を

埋
め
立
て
て
河
内
松
原
駅
前
か
ら
移
転
し

て
き
ま
し
た
が
、
土
堤
沿
い
の
急
な
坂
を

下
る
と
反
正
山
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
反

正
山
は
上
田
村
の
分
村
で
、
今
の
上
田
五

丁
目
が
中
心
地
で
す
。
反
正
山
実
行
組
合

（
水
利
組
合
）の
名
称
が
現
在
も
生
き
続
け

て
い
ま
す
。
松
原
中
学
校
や
松
原
変
電
所

を
左
手
に
見
て
、
府
道
堺
大
和
高
田
線
を

越
え
て
、
河
内
松
原
駅
西
の
踏
切
を
渡
る

と
長
尾
街
道
と
交
わ
る
阿あ

お
ん保

茶ち
ゃ

屋や

に
着
き

ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」215
）。
茶
屋
な
ど

が
立
ち
並
ん
で
い
た
の
で
、
休
憩
し
て
ひ

と
い
き
つ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
今
の
道
を
北
に
向
か
い

平
野
ま
で
一い

ち
里り
（
四
キ
ロ
）の
三
宅
・
阿
保

村
境
の
一
里
山（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」243
）を

過
ぎ
、
瓜う

り
わ
り破

・
喜き

れ連
・
平
野
に
至
っ
た
の

で
し
た
。
え
の
き
を
植
え
た
築
山
の
一
里

塚
が
目
印
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

村々を結ぶ中高野街道わらべ歌
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲中高野街道・竹内街道
分岐道標（岡4丁目）　

寛政9年（1797）

▲斜
しゃ
向
こうどう
道（住吉街道）で検出された木橋(右)と

埴
はに
輪
わ
･土
は じ き
師器壺

つぼ
・須

す え き
恵器坏

つき
(左)（新堂2丁目） 

松原市教育委員会提供

vol.255

（
大
阪
狭
山
市
）

（
堺
市
美
原
区
菅
生
）

（
同
区
大
保
）

（
同
区
真
福
寺
）

（
松
原
市
岡
）

（
松
原
市
新
堂
）

（
松
原
市
上
田
）

（
松
原
市
上
田
・
阿
保
）

（
大
阪
市
平
野
区
瓜
破
）

（
同
区
喜
連
）

（
同
区
黒
山
）

（
松
原
市
丹
南
）

（
松
原
市
三
宅
・
阿
保
）

▲中高野街道・竹内街道
茶屋筋道標（岡5丁目）　

寛政9年（1797）

▲中高野街道・住吉街道
分岐道標（新堂3丁目）

天保5年（1834）

（
同
区
平
野
）
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